
① 要支援の方への訪問介護と通所介護のサービスが、市区町村が行う介護予防・生活支援
サービス事業に移行します。

＊ 飯舘村では、２年間かけて介護予防・生活支援に関わる人材を養成し、要支援高齢者を
地域の力で支え合う仕組みをつくり、平成２７年４月から開始予定です。

② 特別養護老人ホームの新規入所は、原則要介護３以上の方に限定されます。
③ 平成２７年８月から、一定以上所得がある方の自己負担割合が２割になります。
④ 介護保険料の見直しがあり、平成２７～２９年度の保険料額が設定されます。
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
ご
案
内

相馬方部の子育てサロン
○親子で一緒に、リトミック（リズム
遊び）で遊べます。
○誰でも自由に参加いただけます。
○子育ての悩みや不安の相談にも応
じます。
○次回は、２月19日（木）午後２時から
　詳しくは村健康福祉課健康係まで

☎０２４－５６２－４２２４
▲ 揺らすと鈴が鳴る布製の大きな輪を使ってリズム遊び

知っていますか？　介護保険制度

相
馬
方
部
の

    「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

集
ま
る
っ
て 

楽
し
い
ね
☆

第３回

▲ 皆さん、慣れた手つきで作られていました ▲出来上がった作品を手に記念撮影です
　

借
上
げ
住
宅
に
避
難
さ
れ
て

い
る
方
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
が
川

俣
自
治
会
で
昨
年
の
12
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
25
日
に
は
前
田

地
区
有
志
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
お
正
月
の
門
松
と
し

め
縄
を
作
り
ま
し
た
。
門
松
つ

く
り
で
は
、
周
囲
に
巻
き
つ
け

る
板
を
丸
太
を
割
っ
て
作
っ
た

り
、
竹
を
切
っ
た
り
す
る
な
ど

の
作
業
を
手
際
よ
く
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

避
難
前
は
、
飯
舘
村
の
ど
こ

の
地
区
で
も
見
ら
れ
る
風
景
で

し
た
。
参
加
者
は
、
い
き
い
き

と
し
た
表
情
で
お
正
月
の
準
備

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
あ
わ
せ
カ
フ
ェ
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
深
め
る
た

め
、
自
治
会
企
画
に
よ
り
様
々

な
内
容
で
定
期
的
に
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

し
あ
わ
せ
カ
フ
ェ

〝
か
わ
ま
た
〞
始
動

　
「
相
馬
広
域
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ご
み
」
の
支
援
を
受
け

て
、
相
馬
大
野
台
応
急
仮
設
住
宅

集
会
所
で
子
育
て
サ
ロ
ン
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　

初
回
の
12
月
18
日
に
は
、
同
仮

設
住
宅
及
び
相
双
地
区
の
借
り
上

げ
住
宅
に
避
難
す
る
８
人
の
未
就

園
児
と
保
護
者
が
、
音
の
な
る
お

も
ち
ゃ
を
手
作
り
し
て
リ
ト
ミ
ッ

ク
（
リ
ズ
ム
表
現
に
よ
る
音
楽
教

育
の
手
法
）
を
楽
し
ん
だ
り
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
こ
う
い
う
集
ま
り
が
普
段
は

苦
手
な
の
で
す
が
村
の
人
が
来
る

と
思
っ
て
来
て
み
ま
し
た
」
と
保

護
者
の
大
内
沙
織
さ
ん
（
佐
須
）。

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
娘
の
美
空
ち
ゃ

ん（
２
歳
）も
「
ま
た
来
る
」
と
満

足
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
参
加
者
の

意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
今
年
度
は

３
月
ま
で
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

＊
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
を
育
て
て
い
る
家
庭
や
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
父
母
両
者
と
生
計
が
同
じ
で
父
ま
た
は
母

の
心
身
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
も
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

○
手
当
の
額

○
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

役
場
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
次
の
書
類
等
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
（
役
場
に
あ
り
ま
す
）

② 

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本
（
外
国
人
の
方

は
登
録
済
み
証
明
書
）

③ 
請
求
者
と
対
象
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民

票
の
写
し

④
そ
の
他
の
必
要
書
類

※ 

②
〜
④
は
発
行
日
か
ら
１
か
月
以
内
の
も
の
の
み

有
効

○
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限

　

受
給
者（
請
求
者
）本
人
及
び
そ
の
生
計
を
同
じ
く

す
る
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
）

は
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
身
体
ま
た
は
精
神
に
一
定

の
障
害
を
持
つ
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
に
支
給
さ
れ
、
要
件

を
満
た
せ
ば
児
童
扶
養
手
当
と
両
方
受
給
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

受
給
中
の
方
へ
お
知
ら
せ

○ 

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
へ

　

手
当
受
給
中
の
方
で
、「
対
象
児
童
が
増
え
た
」、

「
住
所
を
変
更
し
た
」、「
扶
養
義
務
者
に
変
更
が
あ
っ

た
」、「
証
書
を
な
く
し
た
」
な
ど
異
動
が
生
じ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
続
け
て
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
っ
た
り
、
手
当
の
返
還
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
以
降
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
す

る
方
で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

方
は
、
そ
の
差
額
分
の
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平
成

26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

村
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
電
話
０
２
４

－

５
６
２

－

４
２
５
９
）

全
額
支
給
の
と
き

一
部
支
給
の
と
き

児
童
が

１
人
の

と
き

月
額

４
１
，
０
２
０
円

月
額

（
所
得
に
応
じ
て
）

９
，
６
８
０
円
～

４
１
，
０
１
０
円

児
童
が

２
人
の

と
き

児
童
が
ひ
と
り
の
と
き
の
額
に

５
，
０
０
０
円
を
加
算

児
童
が

３
人
の

と
き

３
人
目
か
ら
１
人
増
す
ご
と
に

３
，
０
０
０
円
を
加
算

今回は平成 27 年度からの介護保険制度の主な改正点についてお知らせします。

介護保険制度の訪問介護・
通所介護サービス

移行前
給付制度ではなく、市区町
村が行う介護予防・生活支
援サービスに移行します。
  （２年間猶予あり）

移行後


